
(57)【要約】

【課題】傘兼用杖を安価に製造可能とする傘取付け用杖

部材セットを提供する。

【解決手段】把持したときに滑落しづらいように端部の

太くなった短棒状を呈し、長尺方向が水平方向を向いた

把持部５を有する手元４、及び中空で端部７ａが開口し

、内側に中棒受容凹部８が設けられた直管状を呈し把持

部５から下方に延びる中棒取付部７を備え、傘の中棒Ｓ

の手元側端部に取着され、接合ネジ１６で固定される手

元部材２と、硬質合成ゴム製で底面に滑り止めが設けら

れた滑り止め部１２を備えた石突１０、及び中空で端部

１１ａが開口し、内側に中棒受容凹部１３が設けられた

直管状を呈し石突１０の上方に延びる中棒取付部１１を

備え、傘の中棒Ｓの石突側端部に装着され、接合ネジ１

４で固定される石突部材３とを具備する。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 部 に 傘 の 中 棒 の 石 突 側 端 部 を 内 挿 可 能 な 石 突 側 中 棒 受 部 が 設 け ら れ 、 下 部 に 前 記 中 棒
の 横 断 面 よ り も 面 積 が 大 き い 滑 り 止 め 部 が 設 け ら れ た 石 突 部 材 と 、
　 略 短 棒 状 を 呈 す る 把 持 部 、 及 び 該 把 持 部 の 長 手 方 向 に 対 し 略 垂 直 に 突 設 さ れ 、 前 記 中 棒
の 手 元 側 端 部 を 内 挿 可 能 な 手 元 側 中 棒 受 部 が 設 け ら れ た 中 棒 取 付 部 を 備 え た 手 元 部 材 と 、
　 前 記 石 突 側 中 棒 受 部 に 前 記 中 棒 の 石 突 側 端 部 が 内 挿 さ れ た 状 態 で 前 記 石 突 部 材 を 前 記 中
棒 に 固 定 す る 石 突 固 定 手 段 と 、
　 前 記 手 元 側 中 棒 受 部 に 前 記 中 棒 の 手 元 側 端 部 が 内 挿 さ れ た 状 態 で 前 記 手 元 部 材 を 前 記 中
棒 に 固 定 す る 手 元 固 定 手 段 と
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 傘 の 軸 棒 に 装 着 し て 、 歩 行 時 に 杖 と し て 使 用 し た と き の 利 便 性 を 向 上 さ せ る
傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 健 康 づ く り や 楽 し み の た め に 徒 歩 で 比 較 的 長 い 距 離 を 歩 く ウ ォ ー キ ン グ が 行 わ
れ て い る 。 ウ ォ ー キ ン グ は 身 体 的 な 負 担 が 小 さ く 、 足 に 軽 い 障 害 を 持 っ て い る 人 々 や 、 高
齢 者 に も 、 適 度 な 運 動 と し て 好 ま れ て お り 、 杖 を 使 用 し て ウ ォ ー キ ン グ を 行 う 人 々 も 増 加
し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 こ う し た ウ ォ ー キ ン グ な ど 、 屋 外 で 比 較 的 長 い 距 離 を 歩 行 す る 場 合 に は 、 天
候 が 急 変 し 雨 が 降 り 出 し た と き の た め に 備 え て 傘 の 携 行 が 一 般 に 行 わ れ て い る 。 し か し 、
杖 を 使 用 し て 歩 く 人 々 に と っ て は 、 杖 と 傘 を 両 方 携 帯 す る の は 荷 物 が 増 え て 負 担 が 増 す と
い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ に 対 し 、 特 許 文 献 １ に 開 示 の 雨 傘 と ス テ ッ キ の 機 能 を 兼 ね 備 え た 杖 兼 用 傘 に よ れ ば
、 傘 の 手 元 を 杖 と し て も 利 用 可 能 な 形 状 と し 、 中 棒 を ア ル ミ ニ ウ ム 製 の 軽 量 強 靭 な 構 造 と
し 、 滑 り 止 め ゴ ム の 付 い た 石 突 を 備 え る こ と で 、 晴 天 時 に は 杖 と し て 、 降 雨 時 に は 傘 と し
て 利 用 す る こ と が で き る の で 、 傘 の 携 行 を 不 要 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 登 第 ３ ０ ３ ５ ３ ２ １ 号
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 杖 は 使 用 者 の 体 格 に あ わ せ た 適 切 な 長 さ で あ る こ と が 望 ま し い が 、 従 来 の 杖
兼 用 傘 は 、 使 用 者 の 体 格 に 合 わ せ て 様 々 な 大 き さ の も の を 製 造 す る と 、 製 造 コ ス ト の 上 昇
を 招 く 虞 が あ っ た 。 ま た 、 従 来 の 杖 兼 用 傘 に お い て は 、 個 々 の 使 用 者 の 好 み に 合 う 色 や 模
様 を 有 す る 製 品 を 提 供 す る の は 、 同 じ く 製 造 コ ス ト の 上 昇 を 招 く た め に 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 考 案 は 、 上 記 の 実 状 に 鑑 み 、 使 用 者 の 要 求 に 合 っ た 傘 兼 用 杖 を 安 価 に 製 造 可
能 と す る 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 に 係 る 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト は 、 「 上 部 に 傘 の 中 棒 の 石 突 側 端 部 を 内 挿 可 能 な
石 突 側 中 棒 受 部 が 設 け ら れ 、 下 部 に 前 記 中 棒 の 横 断 面 よ り も 面 積 が 大 き い 滑 り 止 め 部 が 設
け ら れ た 石 突 部 材 と 、
　 略 短 棒 状 を 呈 す る 把 持 部 、 及 び 該 把 持 部 の 長 手 方 向 に 対 し 略 垂 直 に 突 設 さ れ 、 前 記 中 棒
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の 手 元 側 端 部 を 内 挿 可 能 な 手 元 側 中 棒 受 部 が 設 け ら れ た 中 棒 取 付 部 を 備 え た 手 元 部 材 と 、
　 前 記 石 突 側 中 棒 受 部 に 前 記 中 棒 の 石 突 側 端 部 が 内 挿 さ れ た 状 態 で 前 記 石 突 部 材 を 前 記 中
棒 に 固 定 す る 石 突 固 定 手 段 と 、
　 前 記 手 元 側 中 棒 受 部 に 前 記 中 棒 の 手 元 側 端 部 が 内 挿 さ れ た 状 態 で 前 記 手 元 部 材 を 前 記 中
棒 に 固 定 す る 手 元 固 定 手 段 と
を 具 備 す る 」 も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、 「 手 元 側 端 部 」 と は 、 傘 の 手 元 を 除 去 し た 中 棒 の 手 元 側 の 端 部 を 示 し 、 「 石 突
側 端 部 」 と は 、 傘 を 畳 ん で 携 帯 す る と き に 地 面 に 当 接 す る 側 の 中 棒 の 端 部 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 考 案 の 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト は 、 市 販 の 傘 な ど 、 一 般 的 な 傘 の 手 元 部 を 除 去 し 、 傘
の 中 棒 の 石 突 側 に 本 考 案 の 石 突 部 材 を 取 着 し 、 中 棒 の 手 元 側 に 本 考 案 の 手 元 部 材 を 取 着 す
る こ と で 、 傘 兼 用 杖 を 構 成 す る も の で あ る 。 石 突 部 材 及 び 手 元 部 材 は 、 夫 々 、 石 突 固 定 手
段 及 び 手 元 固 定 手 段 に よ っ て 中 棒 に し っ か り と 固 定 さ れ る 。 な お 、 傘 の 石 突 は 、 除 去 し て
も よ い し 、 除 去 し な く て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 考 案 の 手 元 部 材 は 、 把 持 部 が 短 棒 状 を 呈 し て お り 、 使 用 者 は 把 持 部 を 手 で し っ か り と
握 る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 中 棒 取 付 部 が 把 持 部 の 長 手 方 向 に 対 し て 略 垂
直 に 突 設 さ れ て お り 、 中 棒 の 軸 方 向 と 把 持 部 の 長 手 方 向 と が 略 垂 直 に 交 わ る 。 一 般 的 な 傘
は 、 手 元 が 湾 曲 し た 形 状 の も の が 多 く 、 杖 の 代 用 と し て 使 用 し た 場 合 に 手 元 を 手 で 握 り こ
む こ と が 難 し い 。 ま た 、 中 棒 に 対 し て 体 重 を か け る と 、 手 が す べ っ た り 、 力 の 向 き が 軸 方
向 か ら ず れ て 中 棒 が 傾 い た り し や す い が 、 本 考 案 に よ れ ば 、 使 用 者 が 把 持 部 を 握 っ て 中 棒
の 軸 方 向 に 対 し て 力 を 加 え た と き に も 握 り や す く 、 中 棒 の 軸 方 向 に 向 け て 力 を 加 え た と き
に 容 易 に 安 定 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 考 案 の 石 突 部 材 は 、 中 棒 の 横 断 面 よ り も 面 積 の 広 い 滑 り 止 め 部 を 備 え て お り 、
通 常 の 傘 の 石 突 部 の 先 端 よ り も 大 き な 滑 り 止 め 部 で 接 地 す る た め 、 使 用 者 が 体 重 を か け た
場 合 に も 滑 っ た り 倒 れ た り す る 虞 が 低 減 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 考 案 に よ れ ば 、 様 々 な 傘 を 杖 と し て 兼 用 可 能 に す る こ と が で き る の で 、 夫 々 の 使 用 者
の 好 み に 合 っ た 傘 兼 用 杖 を 提 供 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ば ね の 弾 発 力 に よ っ て 付 勢 さ
れ て 開 く 機 構 を 備 え た 傘 を 利 用 し て も よ い し 、 軽 量 な 傘 を 利 用 し て も よ い 。 ま た 、 杖 と し
て の 強 度 を 重 視 し 、 中 棒 の 強 度 が 高 い 傘 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 杖 と し て 、 長 さ が 適 切 で な い と 使 用 し づ ら い も の と な る の で 、 体 格 に 合 わ せ た 長
さ で あ る こ と が 望 ま し い が 、 本 考 案 に よ れ ば 、 種 々 の 傘 を 杖 兼 用 傘 と す る こ と が で き る の
で 、 適 切 な 長 さ の 傘 を 用 い る こ と で 夫 々 の 使 用 者 の 体 格 に 合 わ せ た 長 さ の 傘 兼 用 杖 を 安 価
に て 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 本 考 案 に よ れ ば 、 好 み の 色 や 柄 の 傘 を 傘 兼 用 杖 と す る こ と が 可 能 で あ る 。 傘 の
選 択 に お い て は 服 装 と の 組 み 合 わ せ な ど 視 覚 的 な 装 飾 性 が 重 視 さ れ る が 、 様 々 な 傘 を 用 い
る こ と が で き る た め 、 使 用 者 の 希 望 に 合 っ た 傘 兼 用 杖 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 考 案 の 手 元 部 材 及 び 石 突 部 材 を 取 着 す る 工 程 は 、 一 般 的 に 入 手 可 能 な 工 具 に よ
っ て も 可 能 で あ り 、 特 別 な 工 作 機 械 等 を 必 要 と し な い 。 さ ら に 、 本 考 案 の 傘 取 付 け 用 杖 部
材 セ ッ ト を 装 着 し や す く す る た め に 、 あ ら か じ め 取 り 外 し 可 能 な 手 元 部 及 び 石 突 部 を 備 え
た 傘 を 合 わ せ て 提 供 す れ ば 、 使 用 者 が 必 要 に 応 じ て 傘 兼 用 杖 へ と さ ら に 手 軽 に 改 造 可 能 と
す る こ と が で き る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 3136102 U 2007.10.11



　 こ の よ う に 、 本 考 案 に よ れ ば 、 色 ・ 柄 な ど の 装 飾 性 や 、 杖 と し て の 使 い 勝 手 な ど 、 使 用
者 の 要 求 に 合 っ た 傘 兼 用 杖 を 製 造 可 能 と す る 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト を 提 供 す る こ と が で
き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 考 案 の 実 施 形 態 で あ る 傘 兼 用 杖 に つ い て 、 図 １ 及 び 図 ２ に 基 づ き 説 明 す る 。 図
１ （ ａ ） は 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト の 手 元 部 材 の 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ り 、 図 １ （ ｂ ） は
、 傘 兼 用 杖 の 石 突 部 材 の 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ り 、 図 ２ は 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト の 手 元
部 材 及 び 石 突 部 材 を 傘 に 取 付 け た 使 用 状 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ （ ａ ） 及 び 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト １ は 、 手 元 部 材 ２ 及
び 石 突 部 材 ３ の ２ つ の 主 要 な 部 材 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 手 元 部 材 ２ は 、 略 水 平 方 向 に 長 尺 方 向 が 向 い た 短 棒 状 を 呈 す
る 把 持 部 ５ 、 及 び 把 持 部 ５ か ら 下 方 へ と 突 出 し た 形 状 を 呈 す る 接 合 部 ６ か ら な る 手 元 ４ と
、 略 鉛 直 方 向 に 長 尺 方 向 が 向 い て お り 、 傘 の 中 棒 Ｓ が 内 挿 さ れ る 中 棒 受 容 凹 部 ８ が 設 け ら
れ た 中 空 の 棒 状 の 中 棒 取 付 部 ７ と か ら な っ て い る 。 手 元 ４ は 合 成 樹 脂 製 で あ り 、 中 棒 取 付
部 ７ は 鋼 製 で あ る 。 中 棒 取 付 部 ７ が 接 合 部 分 ６ の 内 側 の 凹 部 ９ に 嵌 挿 さ れ 、 手 元 ４ と 中 棒
取 付 部 ７ と が 接 着 さ れ て い る 。 中 棒 取 付 部 ７ は 、 内 部 が 中 空 の 直 管 状 を 呈 し て お り 、 下 方
の 端 部 ７ ａ は 開 放 さ れ て い る 。 中 棒 取 付 部 ７ の 側 面 に は 、 接 合 ネ ジ １ ６ を 取 り 付 け る た め
の ネ ジ 孔 １ ７ が ２ 箇 所 設 け ら れ て い る 。 ネ ジ 孔 １ ７ は 、 上 下 に 異 な る 位 置 で 互 い に 逆 向 き
に 接 合 ネ ジ １ ６ を 挿 入 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 こ こ で 、 接 合 ネ ジ １ ６ が 、 本 考 案 の 手 元 固
定 手 段 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 手 元 ４ の 把 持 部 ５ は 、 使 用 者 が 手 で 握 っ た と き に 全 て の 手 指 で し っ か り と 握 り こ む こ と
が で き る よ う に 、 接 合 部 ６ に 近 づ く に つ れ て 次 第 に 細 く な る 形 状 を 呈 し て い る 。 こ れ に よ
り 、 把 持 部 ５ を 握 っ た 手 が 滑 っ て 手 か ら 抜 け 落 ち る こ と を 防 止 で き る 。 ま た 、 自 然 な 手 首
の 角 度 で 下 向 き に 押 す こ と が で き る よ う に 、 把 持 部 ５ は 長 尺 方 向 が 略 水 平 方 向 と な っ て お
り 、 中 棒 取 付 部 ７ は 長 尺 方 向 が 略 鉛 直 方 向 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 石 突 部 材 ３ は 、 硬 質 合 成 ゴ ム 製 の 石 突 １ ０ と 、 鋼 製 で 、 上 方
が 開 放 さ れ た 中 空 の 直 管 状 で 、 内 側 が 中 棒 受 容 凹 部 １ ３ と な っ て い る 中 棒 取 付 部 １ １ と か
ら な る 。 石 突 １ ０ は 、 全 体 が 合 成 樹 脂 製 で 、 下 方 に 向 か っ て 末 広 が り と な る 円 台 状 を 呈 し
て お り 、 上 部 に は 中 棒 取 付 部 １ １ が 嵌 挿 さ れ る 凹 部 １ ５ が 凹 設 さ れ て い る 。 下 部 に は 地 面
に 当 接 す る 滑 り 止 め 部 １ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 滑 り 止 め 部 １ ２ の 底 面 は 滑 り 止 め の 凹 凸 が
設 け ら れ て い る 。 滑 り 止 め 部 １ ２ の 平 面 形 は 略 円 形 で あ る が 、 中 棒 取 付 部 １ １ よ り も 面 積
が 広 く 、 接 地 し て 押 圧 さ れ た と き に 接 地 す る 面 積 が よ り 大 き く な る の で 安 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 手 元 部 材 ２ 及 び 石 突 部 材 ３ は 、 傘 Ａ の 中 棒 Ｓ の 手 元 側 端 部 及 び 石 突
側 端 部 に 取 着 さ れ て 傘 兼 用 杖 ２ ０ を 構 成 す る 。 傘 Ａ は 、 丸 い 鉤 状 の 手 元 部 と 、 先 細 の 石 突
部 と を 有 す る も の が 一 般 的 で あ る が 、 手 元 部 を 手 元 部 材 ２ に 換 え 、 石 突 部 を 石 突 部 材 ３ に
換 え る 。 手 元 部 材 ２ の 中 棒 受 容 凹 部 ８ に 中 棒 Ｓ の 手 元 側 端 部 Ｇ が 挿 入 さ れ 、 接 合 ネ ジ １ ６
に よ っ て 接 合 さ れ 固 定 さ れ る 。 同 様 に 、 石 突 部 材 ３ の 中 棒 受 容 凹 部 １ ３ に 中 棒 Ｓ の 石 突 側
端 部 Ｃ が 挿 入 さ れ 、 接 合 ネ ジ １ ４ に よ っ て 接 合 さ れ 固 定 さ れ る 。 こ こ で 、 中 棒 受 容 凹 部 ８
が 、 本 考 案 の 手 元 側 中 棒 受 部 に 相 当 し 、 中 棒 受 容 凹 部 １ ３ が 、 本 考 案 の 石 突 側 中 棒 受 部 に
相 当 し 、 接 合 ネ ジ １ ４ が 、 本 考 案 の 石 突 固 定 手 段 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 例 の 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト １ は 、 傘 Ａ に 元 々 装 着 さ れ て い た 手 元 部 及 び 石 突 部 を 除
去 し て 代 わ り に 取 着 さ れ る 。 傘 Ａ の 手 元 部 及 び 石 突 部 は 、 取 り 外 し が 不 可 能 で あ れ ば 切 断
し て 取 り 除 か れ る 。 中 棒 Ｓ は 細 い 丸 棒 で あ る の で 、 一 般 的 に 販 売 さ れ て い る 鋸 等 で 容 易 に
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切 断 可 能 で あ る 。 手 元 部 及 び 石 突 部 の 切 断 除 去 後 に 、 手 元 部 材 ２ 及 び 石 突 部 材 ３ を 仮 に 嵌
着 し て 使 用 者 の 体 格 と 照 合 し 、 適 切 な 長 さ と な る よ う に 長 さ を 修 正 し て 接 合 ネ ジ １ ４ ， １
６ で 固 定 す る 位 置 を 決 定 し 、 中 棒 Ｓ の 対 応 す る 位 置 に ネ ジ 孔 を 穿 設 す る 。 こ の よ う に 、 傘
Ａ を 、 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト １ が 装 着 可 能 な 形 状 に 加 工 し た 後 に 、 手 元 部 材 ２ 及 び 石 突
部 材 ３ を 取 着 し 、 接 合 ネ ジ １ ４ ， １ ６ で 固 定 し て 傘 兼 用 杖 ２ ０ が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 本 例 に お い て は 、 各 部 の 寸 法 等 を 特 に 限 定 す る も の で は な い が 、 石 突 部 材 の 先 端
か ら 手 元 部 材 の 上 端 ま で の 長 さ が 、 使 用 者 の 身 長 の ２ 分 の １ よ り も 若 干 長 い 寸 法 で あ る と
、 杖 と し て 使 用 す る の に 好 適 で あ る 。 ま た 、 手 元 部 材 ２ の 中 棒 取 付 部 ７ 及 び 石 突 部 材 の 中
棒 取 付 部 １ １ は 、 傘 の 中 棒 よ り も 太 く な っ て お り 、 本 例 に お い て は 、 中 棒 の 直 径 が 約 １ ５
ｍ ｍ で あ る の に 対 し 、 い ず れ も 内 径 約 １ ５ ｍ ｍ 、 外 径 約 １ ７ ｍ ｍ の 太 さ で あ る 。 一 方 、 滑
り 止 め 部 １ ２ は 直 径 約 ３ ０ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 、 本 例 の 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト １ に よ れ ば 、 様 々 な 傘 を 杖 と し て 兼 用 可 能
に す る こ と が で き る の で 、 夫 々 の 使 用 者 の 好 み に 合 っ た 傘 兼 用 杖 ２ ０ を 提 供 す る こ と が で
き る 。 す な わ ち 、 開 閉 機 構 に バ ネ に よ る 付 勢 を 用 い た 傘 や 、 軽 量 な 部 材 を 用 い た 傘 な ど を
傘 兼 用 杖 ２ ０ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 使 用 者 の 体 格 に 合 わ せ て 適 切 な 長 さ の 傘 Ａ を 用 い る こ と で 夫 々 の 使 用 者 に 合 っ た
長 さ の 傘 兼 用 杖 ２ ０ を 安 価 に て 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 本 例 の 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト １ に よ れ ば 、 好 み の 色 や 柄 の 傘 を 傘 兼 用 杖 ２ ０
と す る こ と も 可 能 で あ る 。 傘 の 選 択 に お い て は 服 装 と の 組 み 合 わ せ な ど 視 覚 的 な 装 飾 性 が
重 視 さ れ る が 、 様 々 な 傘 を 用 い る こ と が で き る た め 、 使 用 者 の 希 望 に 合 っ た 傘 兼 用 杖 ２ ０
を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 例 の 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト １ に よ れ ば 、 手 元 部 材 及 び 石 突 部 材 を 取 着 す る 工
程 は 、 一 般 的 に 入 手 可 能 な 工 具 に よ っ て も 可 能 で あ り 、 特 別 な 工 作 機 械 等 を 必 要 と し な い
の で 、 個 人 や 小 規 模 な 事 業 者 に も 加 工 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 傘 兼 用 杖 ２ ０ は 、 晴 天 時 に は 日 傘 と し て 利 用 す る こ と も で き る の で 、 使 用 者 は 、 曇 天 時
に 限 ら ず ウ ォ ー キ ン グ の と き な ど に 携 行 し て 杖 と し て 利 用 し 、 雨 が 降 れ ば 雨 傘 と し て 利 用
し 、 晴 天 下 で 休 憩 す る と き に は 日 傘 と し て 日 照 を 遮 る な ど 、 様 々 に 活 用 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 、 本 考 案 に つ い て 好 適 な 実 施 形 態 を 挙 げ て 説 明 し た が 、 本 考 案 は こ れ ら の 実 施 形 態
に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 以 下 に 示 す よ う に 、 本 考 案 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て
、 種 々 の 改 良 及 び 設 計 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 す な わ ち 、 本 例 の 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト １ で は 、 接 合 ネ ジ １ ４ ， １ ６ に よ っ て 中 棒 Ｓ
に 対 し て 手 元 部 材 ２ 及 び 石 突 部 材 ３ を 固 定 す る も の を 示 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で
は な く 、 例 え ば 、 中 棒 Ｓ の 上 端 部 及 び 下 端 部 に 手 元 部 材 ２ 及 び 石 突 部 材 ３ を 接 着 材 に よ っ
て 隙 間 を 埋 め て 接 着 す る も の で あ っ て も よ い し 、 溶 接 す る も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 接
合 ネ ジ の 先 端 が 中 棒 Ｓ に 開 け ら れ た 孔 に 螺 合 す る も の で は な く 、 中 棒 Ｓ に 圧 接 し て 手 元 部
材 ２ 及 び 石 突 部 材 ３ を 固 定 す る も の で あ っ て も よ い 。 さ ら に 、 そ の 他 の 接 合 方 法 で あ っ て
も よ く 、 接 合 方 法 は 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 中 棒 受 容 凹 部 ８ ， １ ３ の 内 径 が 異 な る 手 元 部 材 ２ 及 び 石 突 部 材 ３ を 複 数 種 類 用 意
し て も よ い 。 す な わ ち 、 中 棒 受 容 凹 部 ８ ， １ ３ の 内 径 が 異 な る 複 数 種 類 の 手 元 部 材 ２ 及 び
石 突 部 材 ３ が あ り 、 選 択 可 能 と な っ て い れ ば 、 傘 Ａ の 中 棒 Ｓ が 中 棒 受 容 凹 部 ８ ， １ ３ の 内
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径 と 適 合 す る 適 切 な 部 材 を 使 用 す る こ と で 手 元 部 材 ２ 及 び 石 突 部 材 ３ と 中 棒 Ｓ と の 間 の 隙
間 を 小 さ く し 、 接 合 箇 所 に お け る ぐ ら つ き を 防 ぎ 、 隙 間 埋 め の パ テ 等 の 使 用 を 最 小 限 に 留
め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 あ ら か じ め 取 り 外 し 可 能 な 手 元 部 及 び 石 突 部 を 備 え た 傘 を 製 造 す れ ば 、 本 例 の 傘
取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト １ を 装 着 し や す く す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 傘 の 手 元 部 と 石 突 部
を 取 り 外 す だ け で 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト １ が 取 着 可 能 な 形 状 と な っ て い れ ば 、 手 元 部 を
本 例 の 手 元 部 材 ２ に 交 換 し 、 石 突 部 を 本 例 の 石 突 部 材 ３ に 交 換 す る だ け で 傘 兼 用 杖 ２ ０ を
完 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト １ を の 取 付 位 置 を 選 択 可 能 と
す る こ と に よ っ て 、 傘 兼 用 杖 の 長 さ を 調 節 可 能 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 例 の 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト １ で は 、 市 販 の 傘 の 石 突 部 を 切 断 し 、 除 去 す る 場
合 を 示 し た が 、 石 突 部 を 除 去 し な い で 石 突 部 に 被 せ る よ う に 石 突 部 材 ３ を 取 着 す る も の と
し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 加 工 の 手 間 を 軽 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト の 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト を 傘 に 取 付 け た 使 用 状 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
Ａ 　 傘
Ｓ 　 中 棒
１ 　 傘 取 付 け 用 杖 部 材 セ ッ ト
２ 　 手 元 部 材
３ 　 石 突 部 材
５ 　 把 持 部
７ 　 中 棒 取 付 部
８ 　 中 棒 受 容 凹 部 （ 手 元 側 中 棒 受 部 ）
１ ０ 　 石 突
１ １ 　 中 棒 取 付 部
１ ２ 　 滑 り 止 め 部
１ ３ 　 中 棒 受 容 凹 部 （ 石 突 側 中 棒 受 部 ）
１ ４ 　 接 合 ネ ジ （ 手 元 固 定 手 段 ）
１ ６ 　 接 合 ネ ジ （ 石 突 固 定 手 段 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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